
満開のレンゲツツジ（前橋市　満開のレンゲツツジ（前橋市　赤城山 小沼赤城山 小沼））

CONTENTS
●就任・新任の御挨拶������������� 2～5
●�令和８年度 農業農村整備事業関係予算について���� 6
●��群馬県農業農村整備計画2026� ��������� 7
●�ぐんま・県土整備プラン2025� ��������� 8
●令和７年度 「ぐんま水土里ネット女性の会」 
　意見交換会������������������� 9
●�群馬県土地改良事業団体連合会農業農村整備部会
　並びに群馬県農業農村整備研究会合同開催講演会��10
●�令和７年度「第３回理事会」������������11
●�群馬県土地改良事業団体連合会　第69回通常総会��12
●�第60回土地改良功労者等表彰名簿� �������13
●�群馬県土地改良事業団体連合会　新役員名簿����14

●�全国土地改良事業団体連合会　第68回通常総会
　及び全国水土里ネット表彰式�����������15
●令和７年度 農業農村整備優良地区コンクール����16
●�群馬県多面的機能支払 情報連絡会2025 ～in 西部～��17
●�令和７年度 群馬県多面的機能支払優良活動 表彰式��17
●�令和７年度 群馬県水土里保全協議会通常総会� ��18
●�令和８年度 就任あいさつ� �����������18
●令和８年度 新規採用職員あいさつ���������19
●令和８年度 群馬県関係部署職員配置� ��� 20〜21
●令和８年度 当会人事異動� ���������� 22
●令和８年度 当会機構図� ����������� 23
●令和８年度 年間予定� ������������ 24

豊かで美しい農業農村づくり

群馬県土地改良事業団体連合会

群馬の土地改良
No.269 　　　　　　　　

豊かで美しい農業農村づくり



　平素より会員並びに関係諸団体の皆様には、農業農村整備事業の推進に御尽力をいた
だくとともに、本会の業務運営に特段の御支援を賜り、厚くお礼申し上げます。
　この度、役員の任期満了に伴い、第69回通常総会において引き続き会長を仰せつかり
ました。
　改めてその責任の重さに身が引き締まる思いであり、皆様の信頼に応えるべく、役職
員一丸となって邁進していく所存です。
　さて、我が国の農業・農村を取り巻く環境は、これまでにない厳しい局面に直面して
おります。特に、緊迫化する中東情勢の影響により、原材料価格やエネルギーコストが
広範に上昇しており、農業経営や土地改良区の施設管理・維持管理費を大きく圧迫して
います。 これに加え、地球温暖化に伴う気候変動やこれに起因する甚大な自然災害の頻
発、さらには農業従事者の減少や高齢化など、課題は山積しております。このような不
安定な国際情勢と国内課題の中にあって、食料安全保障の強化や、農村地域の維持発展は、
一刻の猶予も許されない最重要課題であります。
　このような中、国では昨年度、土地改良法の改正や新たな食料・農業・農村基本計画
が策定され、令和８年度は、新たな食料・農業・農村基本計画に基づく農業構造転換に
向けた集中対策の２年目となり、国の農業政策は食料安全保障の確保や農業の生産基盤
の強化に向け、具体的な施策が実施されることになります。
　土地改良分野においては、地域計画に基づく農地の集積・集約化やスマート農業技術
導入の加速化による生産性向上を図るため、農地の大区画化等を一層推進するとして、
新たに大区画化等加速化支援事業などが創設されたところです。
　これらの国等の動向を踏まえ、会員であります市町村や土地改良区、群馬県をはじめ
とする関係機関と連携を取りながら、農業の持続的な発展のため、農地や農業水利施設
などの農業生産基盤の整備及び保全を行う農業農村整備事業が計画どおりに実施される
ことが、群馬県の農業・農村が守られ、食料安全保障につながると考えております。
　また、毎年のように発生する大規模自然災害に備え、農業水利施設の豪雨・耐震化対
策を強化し、自然災害の防止や軽減を図るとともに、ICTなどの活用により維持管理の
効率化と高度化を推進していくことも必要です。加えて、人口減少・高齢化などの情勢
変化においても、地域社会が維持され、農業・農村が持つ公共性の維持と多面的機能の
発揮を実現できる取り組みを推進することも重要となります。
　併せて、最新の農業政策に関する情報提供や水土里ビジョンの策定支援など、会員支
援の充実にも努めてまいります。
　こうした変革の期において、私たち土地改良事業団体連合会が果たすべき役割はます
ます重要性を増しております。本会は「水土里ネット」のネットワークを最大限に活かし、
会員の皆様の期待に応えるべく、強力に事業を展開してまいります。
　結びになりますが、本県の農業・農村の持続的発展と、国内の食料安全保障の確保に
貢献できるように、また、会員の皆様に信頼される組織となるように、私ども役職員一同、
一層精進してまいりますので、今後とも、変わらぬ御指導、御鞭撻を賜りますようお願
い申し上げるとともに、皆様の御健勝と御活躍を心から御祈念申し上げ、挨拶といたし
ます。

就任の御挨拶

群馬県土地改良事業団体連合会会長　熊川　栄
（嬬恋村長）
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　４月の人事異動において農政部長に就任いたしました有田と申します。
　群馬県土地改良事業団体連合会会員の皆様には、日頃より本県農政の推進に格別の御
理解と御協力を賜り、心より感謝申し上げます。
　本県農業は、豊富な水資源や恵まれた自然環境に加え、大消費地に近いという立地の
優位性を活かし、平坦地から高冷地まで連なる多様な耕地条件のもとで、多彩な農畜産
物が生産されております。特に、畜産や野菜を中心に、全国有数の生産力を有している
ことは、本県農業の大きな強みであります。
　一方で、近年の農業・農村を取り巻く環境は、資材価格の高騰や家畜伝染病の発生、
さらには猛暑や豪雨など気象変動の影響により、経営環境が一層不安定化しております。
加えて、担い手の高齢化や減少が進む中、生産力の維持・強化が喫緊の課題となってお
ります。
　こうした状況を踏まえ、県では本年３月、農政の基本方針となる「群馬県農業農村振
興計画2030」を策定いたしました。本計画は、令和８年度を初年度とする５か年計画で
あり、「ともに創る！自然と経済の調和のもとに成長する農業・農村」を基本目標に掲げ
ております。これは、環境と調和しながら持続的に成長する本県農業・農村の姿を示す
とともに、農業者、地域住民、企業、行政など多様な主体が連携し、新たな価値や魅力
を共創していく未来像を描いたものです。意欲ある若手生産者や規模拡大に挑戦する生
産者が、その力を最大限に発揮できるよう、県として各種施策によりしっかりと支援し
てまいります。
　その中でも、農業農村整備事業は、農業の成長産業化や農村振興、さらには農業・農
村の強靱化を支える基盤となる極めて重要な施策です。本年３月には、「群馬県農業農村
振興計画2030」の部門計画として、「ともに未来へつなぐ！豊かな農業と安全・安心な農
村の実現」を基本目標とした「群馬県農業農村整備計画2026（ぐんま水土里保全整備プ
ラン）」を策定いたしました。
　本計画では、農業振興及び地域振興の観点から「収益力向上に資する生産基盤の整備・
保全」、「持続可能な農業水利施設の保全管理」、「強靱化による安全・安心な農村づくり」、

「農村の多面的機能と生活環境の保全管理」の４つを基本施策に位置付け、農業・農村の
持続可能性を高めるため、整備と保全管理を総合的かつ計画的に推進してまいります。
　さらに、持続可能な社会の実現に向け、環境負荷の低減や資源循環型農業に対応した
生産基盤整備をはじめ、農地や農業水利施設を活用した流域治水にも積極的に取り組み、
次世代へ引き継ぐ農業・農村づくりを進めてまいります。
　結びに、会員の皆様におかれましては、今後とも本県農政の推進に一層の御理解と御
協力を賜りますようお願い申し上げ、新任の御挨拶とさせていただきます。

新任の御挨拶

群馬県農政部長　有田　かおり
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　４月の人事異動により県土整備部長に就任いたしました佐々木でございます。
　群馬県土地改良事業団体連合会並びに会員の皆様におかれましては、日頃から本県の県
土整備行政、特に農業集落排水事業をはじめとする汚水処理事業の推進に格別の御理解と
御協力を賜り、心より御礼申し上げます。
　本県では、昨年度からスタートした「ぐんま・県土整備プラン2025」に基づき、最重
点政策である「災害レジリエンスNo.１の実現」に向け、河川改修、土砂災害対策、さら
には災害時の緊急輸送路としても機能する道路整備など、社会資本の計画的な整備を着実
に推進しております。
　近年、気象災害の頻発化・激甚化、切迫する大規模地震、さらにはインフラの老朽化の
進行など、社会資本を取り巻く環境は大きく変化しております。こうした中にあっても、
県民の安全・安心を守り、安定した経済活動を支える基盤を将来にわたり維持していくこ
とが、私たちに課せられた重要な使命であると認識しております。
　とりわけ、汚水処理施設は、県民の生活環境の質を高めるとともに、水環境の保全を支
える極めて重要な社会基盤であります。本県は利根川上流域に位置する水源県として、健
全な水循環を次世代へ確実に引き継ぐ責務を担っており、汚水処理事業の一層の推進が不
可欠であります。
　このため、汚水処理人口普及率の向上に向け、下水道、農業集落排水施設、合併処理浄
化槽を地域特性に応じて最適に組み合わせるとともに、市町村や関係機関と連携し、単独
処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換促進や、広域化・共同化による効率的な維持管理
を一体的に進めてまいります。
　また、本年度からは新たな取組として「浄化槽転換促進キャンペーン」を開始いたしま
した。山本知事によるプロモーション動画の発信に加え、地域に出向いての出前講座や戸
別訪問など、きめ細かな働きかけを通じて、県民の理解促進と具体的な行動変容につなげ
てまいります。
　一方、農村地域においては、農業集落排水事業がこれまで生活環境の向上や公共用水域
の水質保全に大きく寄与してまいりました。今後は、施設の老朽化や人口減少といった課
題に的確に対応するため、計画的な長寿命化や改築・更新を進めるとともに、広域的な視
点に立った施設の統廃合や維持管理の共同化を推進し、持続可能な事業運営の確立を図っ
てまいります。
　社会資本整備は、県民の安心を守り、地域の可能性を引き出し、未来へつなぐ「基盤づ
くり」であります。今後とも、群馬県土地改良事業団体連合会並びに会員の皆様と緊密に
連携しながら、農業集落排水事業をはじめとする汚水処理事業の更なる充実に取り組んで
まいりますので、引き続き御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、農業農村整備事業のますますの発展と、皆様の御健勝、御活躍を心より祈念申
し上げ、新任の御挨拶とさせていただきます。

新任の御挨拶

群馬県県土整備部長　佐々木　実
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　４月の人事異動により下水環境課長に就任いたしました青木と申します。
　群馬県土地改良事業団体連合会並びに会員の皆様におかれましては、日頃より農業集
落排水事業をはじめ、汚水処理行政の推進に御尽力いただいておりますことに、心より
感謝申し上げます。
　さて、群馬県では、令和７年３月に「ぐんま・県土整備プラン2025」が策定され、昨
年度から計画に基づく各種施策が本格的に始動しました。本計画では、社会資本整備分
野の20年後に目指す将来像を実現するため「美しく良好な環境の保全」を政策の一つに
位置付け、汚水処理施策を通じて健全な水循環の維持を図るとともに、汚水処理人口普
及率の向上や、汚水処理施設の効率的な維持運営を推進することとしています。
　一方で、県内の汚水処理事業を取り巻く状況に目を向けますと、施設の老朽化、人口
減少、さらには事業推進を担う人材不足などにより、事業環境は年々厳しさを増してい
ます。こうした状況の中、各地域の人口動態や地形条件、既存施設の状況をしっかりと
把握した上で、下水道、農業集落排水、合併処理浄化槽それぞれの特性を踏まえ適切な
役割分担により、実効性の高い事業展開を図っていく必要があります。
　そこで、具体的な取組として、下水道等の集合処理と合併処理浄化槽のベストミック
スによる効率的・効果的な施設整備を進めるとともに、単独処理浄化槽等から合併処理
浄化槽への転換促進や、広域化・共同化による効率的な汚水処理の実現など、地域の実
情に即した施設整備を推進してまいります。
　特に、合併処理浄化槽への転換につきましては、生活排水対策の根幹をなす重要な取
組であることから、補助制度の活用促進に加え、分かりやすい情報提供により県民の理
解を深め、具体的な行動につながる普及啓発を強化してまいります。
　また、農業集落排水施設につきましては、供用開始から長期間が経過した施設が多い
ことを踏まえ、長寿命化や改築・更新、耐震化等を計画的に進めることが重要です。そ
のため、「最適整備構想」や「維持管理適正化計画」に基づき、施設ごとの将来像を明確
にした上で、適切な施設更新や広域化・共同化、新技術の導入を通じ、安定的な事業運
営を支援してまいります。
　今後におきましても、群馬県土地改良事業団体連合会及び会員の皆様と十分な意見交
換を行いながら、農業集落排水施設をはじめ、下水道及び合併処理浄化槽を含む汚水処
理事業を着実に進めてまいります。そのためにも、引き続き皆様の御理解と御支援を賜
りますようお願い申し上げます。
　結びに、会員の皆様の御健勝と益々の御発展を心より祈念申し上げ、就任の挨拶とい
たします。

新任の御挨拶

群馬県県土整備部下水環境課長　青木　貴雄

水土里ネット群馬　5

群馬の土地改良　№269



令和８年度　予算等

（億円）

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

H25H21 H22 H23 H24 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

5,820

当初

48

2,825
3,131

523
150

5,902

2,540
3,7814,224

193

5,772

2,301
2,981 3,362

800

3,424
2,187

2,187

3,588

4,810

940
50

3,820

5,772 5,800
6,451 6,515

1,030

722

4,020

984

468

4,348

6,285

700

1,155

4,430

942

546

546 540

946

596

4,418

6,240

660
197

760

4,463

6,500

365
264

487
760

4.464

R8R4 R5 R6 R7

6,942

1,378

574

326

4,5044,433

6,285

820

1,012

4,453

6,134

70 160 161 161

847

760

4,457

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

7,000

6,000

補正（TPP等関連対策）
補正（食料安全保障対策）

当初（臨時・特別の措置）
補正（防災・減災、国土強靭化）
補正（国土強靭化緊急対応枠）
補正（緊急防災枠）
補正（構造転換集中対策）

農業農村整備事業関係予算の推移

（単位：億円）

（注） １ 計数は四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しないものがある。
　　 ２ 下段（　）書きは、令和７年度当初予算額との比率である。

区　　　　分
R７年度

当初予算額
R８年度

当初予算額
A

R７年度
補正予算額

B

合計

A ＋ B

農業農村整備事業（公共） 3,331 3,365
（101.0％）

2,165 5,530

農業農村整備関連事業（非公共）
548 554

（101.2％）
274 828

農山漁村地域整備交付金（公共）
（農業農村整備分）

584 584
（100.0％）

− 584

計 4,464 4,504
（※100.9％）

2,439 6,942

農地耕作条件改善事業
大区画化等加速化支援事業
畑作等促進整備事業
農業水路等長寿命化・防災減災事業
農業生産基盤情報通信環境整備事業
農山漁村振興交付金

○�農業農村整備事業関係予算の令和８年度当初予算は4,504億円（対前年度比※100.9％）を計上
しています。

○�防災・減災、国土強靭化対策、TPP等関連対策、食料安全保障対策及び構造転換集中対策と
して、令和７年度補正予算において2,439億円を計上し、これらの総額は6,942億円となって
います。

令和８年度 農業農村整備事業関係予算について令和８年度 農業農村整備事業関係予算について
農林水産省　農業農村整備当初予算
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　本計画は、本県の農政推進の基本指針である「群馬県農業農村振興計画2030」の部門計画と
して位置づけられ、農業・農村の持続可能性を高め、豊かな農業と安全・安心な農村の実現に
向けた施策を総合的かつ計画的に推進することを目的に策定されています。
　基本目標となる『ともに未来へつなぐ！豊かな農業と安全・安心な農村の実現』に向けて、
農業振興と地域振興の２つの視点から持続可能性を高める整備と保全管理を進めます。
　また、本計画は、今後10年先を見据え、令和８年度から令和12年度までの５ヵ年間としてい
ます。

群馬県農業農村整備計画2026群馬県農業農村整備計画2026
令和８年度農業農村整備事業当初予算

農村整備課　当初予算

◇補助公共事業� ６,６４６,５００千円（前年比１０１.３％）
◇単独公共事業� ８００,０００千円（前年比１０１.０％）
◇一 般 事 業 � ５,３８９千円（前年比１８５.２％）
◇その他（義務的経費）� ５８７,９２１千円（前年比１０１.３％）

農政部当初予算　２３,４４５,０２５千円（前年比１０３.３％）　〔県予算の２.８％〕

８,０３９,３１０千円(前年比１０１.３％)　〔農政部予算の３５.０％〕

群馬県農業農村整備計画2026

強靭化による安全・安心な農村づくり

　□防災重点農業用ため池の強靭化
　□農村地域の防災減災対策

農村の多面的機能と生活環境の保全管理

　□多面的機能の維持・発揮と地域資源の保全
　□農村生活環境の保全管理

持続可能な農業水利施設の保全管理

　□農業水利施設の長寿命化
　□土地改良区の運営基盤の強化

収益力向上に資する生産基盤の整備・保全

　□生産基盤整備による担い手への農地集積・集約化
　□�スマート農業技術導入等の省力化を図る生産基盤

整備の推進
　□地域のニーズに対応したきめ細やかな生産基盤整備

農業振興の視点
収益力の高い持続可能な農業の実現

地域振興の視点
安全・安心で持続可能な農村の実現
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ぐんま・県土整備プラン2025ぐんま・県土整備プラン2025

　本プランは、2045年に目指す将来像の実現に向けて、道路や河川、砂防施設、県立公園、下水道、
県営住宅など、社会資本の整備や維持管理を「どのような考え方で、どのように進めていくか」
を示す県土整備分野の最上位計画として策定され、期間は令和７年度から令和16年度までの10
か年としています。
　４つの政策のうち、農業農村整備事業に関連するのは「政策４ 美しく良好な環境の保全」で
あり、農業集落排水等について記載されています。

政策４　美しく良好な環境の保全

【10年後の姿の実現に向けた施策】
　１.豊かで美しい自然環境の保全・再生
　　未来につながる群馬ならではの自然環境を形成する。

　３.地球温暖化対策の推進
　　カーボンニュートラルに向けたインフラの有効活用を推進する。

（単位：千円）

項目 令和７年度
当初予算額

令和８年度
当初予算額 対前年比

農業集落排水 112,450 127,795 113.6％

令和８年度 県土整備部における農業農村整備事業関連当初予算

２.健全な水循環の維持・回復
　下水道等と合併処理浄化槽のベストミックスにより、健全な水循環を形成する。
　＜取組＞地域の特性を踏まえた汚水処理人口普及率の向上
　�公共用水域の水質を保全し、県民の生活環境を守り、首都圏に良質な水資源を供給するため、

県と市町村の連携により、汚水処理施設整備を推進し、汚水処理人口普及率の向上を目指す。
　◦下水道等と合併処理浄化槽のベストミックスによる効率的・効果的な整備の推進
　◦合併処理浄化槽への転換促進
　◦広域化・共同化による汚水処理施設の維持管理費の負担軽減
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集合写真

味噌づくり体験の様子

意見交換の様子

令和７年度 「ぐんま水土里ネット女性の会」 意見交換会令和７年度 「ぐんま水土里ネット女性の会」 意見交換会

　令和８年１月16日（金）、令和７年度「ぐんま水土里ネット女性の会」意見交換会を開催し、
土地改良区の女性職員や群馬県農村整備課の女性職員ら関係者16名が参加しました。
　始めに、赤城大沼用水土地改良区 事務局長の関口様にご協力いただき、味噌づくり体験を行
いました。

　体験活動後、当会　片山常務理事をファシリ
テーターに、各所属土地改良区の施設や土地改
良区の認知度について、女性の会で行ってほし
い研修など情報を交えた意見交換を行いまし
た。
　今後の活動に向けた要望では「近隣の土地改
良区のことでも知らないことが多い。」「土地改
良施設の見学をしたい。」「女性理事との交流を
したい。」といった意見を多くいただきました。
これからも会員相互の更なるネットワークの強
化を目指した活動を続けます。

随時、会員募集しておりますので、
職員や新しく就任された女性理事
等で興味のある方はお気軽に事務
局にお声掛けください。

会員募集
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全国土地改良事業団体連合会　土地改良広報センター　牧所長群馬県農政部農村整備課　稲木課長

　令和８年２月12日
（木）、群馬県JAビル
「大ホール」において、
令和７年度群馬県土
地改良事業団体連合
会農業農村整備部会
並びに群馬県農業農
村整備研究会合同開
催講演会を開催しま
した。
　部会は、熊川部会
長による挨拶に始ま
り、来賓として群馬
県農政部農村整備課
　稲木課長に挨拶をいただきました。その後熊川部会長が議長となり、議題１「令和６年度事
業報告について」、議題２「令和７年度事業経過について」、議題３「役員改選について」審議し、
承認されました。
　また、情勢報告として稲木課長から「農業農村整備をめぐる情勢について」説明がありました。
　講演会では、全国土地改良事業団体連合会土地改良広報センター所長　牧 千瑞様より「農業
農村整備の未来をつくる－土地改良区の役割と運営基盤のアップデート－」と題したご講演を
いただき、155名の参加者は熱心に耳を傾け、日本農業を支える土地改良区の重要性を改めて
認識する貴重な機会となりました。

群馬県土地改良事業団体連合会農業農村整備部会群馬県土地改良事業団体連合会農業農村整備部会
並びに群馬県農業農村整備研究会合同開催講演会並びに群馬県農業農村整備研究会合同開催講演会
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　令和８年２月18日（水）、当会会議
室において「令和７年度第３回理事
会」を開催しました。
　熊川会長の挨拶に続き、来賓とし
て出席をいただいた群馬県農政部農
村整備課 稲木課長から挨拶をいただ
きました。その後、熊川会長が議長
となり議事に入りました。
　理事会は、理事10名、監事３名の
出席のもと行われ、議案はすべて原
案のとおり承認・議決されました。

◆議　事◆
（１）理事会決定議案
議案第１号　令和７年度（第３回）収入支出補正予算について
議案第２号　第69回通常総会の開催について
議案第３号　第60回土地改良功労者等の表彰について
議案第４号　非正規雇用労働者就業規則の一部改正について
議案第５号　群馬県土地改良事業団体連合会支部長・副支部長の改選について
（２）第69回通常総会提出議案
議案第１号　令和６年度事業報告の承認について
議案第２号　令和６年度貸借対照表、正味財産増減計算書、収支決算書の承認について
議案第３号　令和６年度財産目録の承認について
議案第４号　令和７年度（第１回）収入支出補正予算の承認について
議案第５号　令和７年度（第２回）収入支出補正予算の承認について
議案第６号　令和７年度（第３回）収入支出補正予算の承認について
議案第７号　定款の一部改正について
議案第８号　規約の一部改正について
議案第９号　令和８年度事業計画について
議案第10号　令和８年度経費の賦課及び徴収方法について
議案第11号　令和８年度役員報酬について
議案第12号　令和８年度金銭の預入先について
議案第13号　令和８年度一時借入金の借入限度及び借入方法について
議案第14号　令和８年度収支予算について
議案第15号　群馬県土地改良事業団体連合会役員改選について
（３）第69回通常総会決議文

◆報告事項◆　農業農村整備の集いについて

令和７年度「第３回理事会」令和７年度「第３回理事会」
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当会　熊川会長　挨拶 議決の様子

群馬県土地改良事業団体連合会
第69回通常総会

　令和８年３月19日（木）、群馬県JAビル「大ホール」において、群馬県土地改良事業団体連合
会第69回通常総会並びに第60回土地改良功労者等表彰式を開催しました。
　長谷川副会長による開会の言葉の後、熊川会長が「国や県の施策に呼応し、関係機関と連携を
図りながら、会員皆様のニーズに応えられるよう取り組んで参ります。」と挨拶を行いました。
　続いて執り行われた表彰式では、感謝状３名、功労者８名、優良職員６名に対し、熊川会長か
ら感謝状及び表彰状を贈呈し、受賞者代表として待矢場両堰土地改良区　理事長　野口 政嘉様
から謝辞をいただきました。
　その後、来賓の方々より祝辞をいただくとともに、ご臨席いただいた来賓の方々の紹介、祝電
披露を行いました。
　議事では、美野原土地改良区　理事長　山本　隆雄様が議長に選出され、提出された議案は、
全て承認・議決されました。
　議事終了後、片山常務理事が農業農村整備の決議案を読み上げ、第69回通常総会の決議とし
て承認され、後閑副会長による閉会の言葉で幕を閉じました。
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熊川会長より中部農業事務所茂木農村整備課長へ授与 待矢場両堰土地改良区 野口理事長より謝辞

群馬県土地改良事業団体連合会
第60回土地改良功労者等表彰名簿

一　感 謝 状
氏　　　名 所 属 ・ 役 職 名

茂　 木　 敏　 彦 中部農業事務所　農村整備課長
齊　 藤　 健　 司 利根沼田農業事務所　農村整備課長
田　 代　 宗　 彦 中部農業事務所　渋川農村整備センター次長

計　３　名

二　表 彰 状
土地改良事業功労者

支　部　名 氏　　　名 所 属 ・ 役 職 名

前 橋
天　田　尚二郎 天狗岩堰土地改良区　副理事長
武　 井　 正　 利 天狗岩堰土地改良区　理事（会計担当）

高 崎 佐々木　林太郎 鏑川土地改良区　元監事

館 林
塩　 田　　　 正 赤郷台地土地改良区　筆頭理事
横　 山　 文　 男 赤郷台地土地改良区　総括監事

吾 妻
唐　 沢　 清　 治 美野原土地改良区　監事
飯　 塚　 嘉 平 次 岡崎用水土地改良区　副理事長

太 田 野　 口　 政　 嘉 待矢場両堰土地改良区　理事長
計　８　名

優良職員（市町村・土地改良区）
支　部　名 氏　　　名 所 属 ・ 役 職 名
前 橋 北　爪　克　典 群馬用水土地改良区　管理課 課長補佐
渋 川 坂　木　祐　基 赤城西麓土地改良区　管理調整課 係長

沼 田
戸　丸　幸　生 片品村　農林建設課長
戸　田　泰　基 みなかみ町　農林課 主幹

吾 妻 角　田　良　信 東吾妻町　上下水道課長
太 田 遠　坂　正　樹 岡登堰土地改良区　事務局長

計　６　名

（敬称略、順不同）
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群馬県土地改良事業団体連合会
新役員名簿

� 令和８年４月１日現在

役　職　名 所属団体等役職名 氏　　　名 備　考

会 　 　 長 嬬恋村長 熊　 川　　　 栄

副 会 長 南牧村長 長 谷 川　 最　 定

副 会 長 群馬用水土地改良区理事長 後　 閑　 千 代 壽

常 務 理 事 学識経験者 松　 井　 秀　 夫 新任

理 　 　 事 赤城大沼用水土地改良区理事長 星　 野　 好　 孝

理 　 　 事 岡登堰土地改良区理事長 石　 原　 康　 男

理 　 　 事 沼田市長 星　 野　　　 稔

理 　 　 事 長野堰土地改良区理事長 倉　 林　 良　 行

理 　 　 事 前橋市長 小　 川　　　 晶 新任

理 　 　 事 広瀬桃木両用水土地改良区理事長 女　 屋　 一　 之 新任

理 　 　 事 高崎西部土地改良区理事長 横　 山　 信　 男 新任

理 　 　 事 赤城西麓土地改良区理事長 髙　 橋　 幸 一 郎 新任

理 　 　 事 赤谷川沿岸土地改良区理事長 本　 多　 貞　 良 新任

理 　 　 事 邑楽土地改良区理事長 荒　 山　 江 知 郎 新任

理 　 　 事 待矢場両堰土地改良区理事長 野　 口　 政　 嘉 新任

理 　 　 事 学識経験者 武　 士　 千 雅 子

理 　 　 事 学識経験者 片　 岡　 美　 喜

代 表 監 事 学識経験者 片　 山　　　 茂 新任

監 　 　 事 甘楽多野用水土地改良区理事長 新　 井　 節　 男

監 　 　 事 近藤沼土地改良区理事長 須　 永　 治　 男 新任

� 【任期：令和８年４月１日～令和12年３月31日】

　第69回通常総会において任期満了に伴う役員の改選が行われ、役員の互選により下記のとお
り就任いたしました。
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全国土地改良事業団体連合会
第68回通常総会

全国水土里ネット表彰式

　令和８年３月25日（水）、全国都市会館２階「大ホール」（千代田区平河町）において、全国土
地改良事業団体連合会 第68回通常総会が開催されました。
　全国土地改良事業団体連合会　二階会長の挨拶で始まり、岩手県土地改良事業団体連合会　
髙橋会長が議長に選出され、第１号議案から第11号議案まで全て原案のとおり議決・承認され
ました。
　最後に第68回通常総会決議文を総会の名において採決し総会は終了しました。

　全国土地改良事業団体連合会 第68回通常総会終了後、会場を砂防会館別館「シェーンバッ
ハ・サボー」（千代田区平河町）に移し、全国水土里ネット表彰式が盛大に開催されました。
　本県からは、次の方々が表彰の栄誉を賜りました。

当会表彰者
（左から）

山本所長、片山常務理事、櫻井事務局長

（左から）
群馬県農村整備課　小笠原補佐
明和町産業振興課　渡邊係長
明和町　冨塚町長
下江黒土地改良区　柿沼理事長
明和町産業振興課　島田課長
東部農業事務所　増田所長
東部農業事務所　渡邉館林農村整備センター長

○農業農村整備優良地区コンクール　農林水産大臣賞（農業振興部門）� （敬称略）
　群馬県　下江黒地区（下江黒土地改良区）
○土地改良功労者等表彰　全土連会長賞（団体）
　赤谷川沿岸土地改良区
○土地改良功労者等表彰　全土連会長賞（個人）
　岡崎用水土地改良区　理事長　谷　弘次
　大間々用水土地改良区　事務局長　髙橋　広喜　
　群馬県土地改良事業団体連合会　常務理事　片山　茂
　群馬県土地改良事業団体連合会　事務局長　櫻井　善幸
　群馬県土地改良事業団体連合会　利根･吾妻事業所長　山本　精吾
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事業実施後の農地 キャベツ収穫の様子

令和7年度農業農村整備優良地区コンクール
農村振興部門　農林水産大臣賞受賞（下

しも

江
え

黒
ぐ ろ

土地改良区）
　全国水土里ネット主催の「令和７年度農業農村整備優良
地区コンクール」が開催され、農業振興部門において下江
黒土地改良区（邑楽郡明和町）が農林水産大臣賞を受賞し、
令和８年３月25日に開催された全国水土里ネット表彰式
において鈴木農林水産大臣より表彰状が授与されました。
　農業農村整備優良地区コンクールは、農業農村整備事業
を契機として、豊かで競争力ある農業や美しく活力ある農
村の実現に取り組んでいる地区を対象に実施されており、
本県では18年ぶりの快挙となりました。

　下江黒地区は、県内で初めて農地中間管理機
構関連農地整備事業として採択され、令和元年
度から６年度にかけて事業が行われました。事
業により農地の区画拡大や畑地転換を行い、整
備された24.2haの農地は企業３社、個人農家７
戸の担い手計10経営体に100％集積されました。
　事業実施後は、計14haの農地で担い手企業が
キャベツやレタス等の高収益作物を生産し、生
産額は事業実施前の22倍に増加しました。生産
された野菜は、参入した企業により全国のコン

ビニやスーパーへカット野菜商品として加工・出荷されており地域産野菜として実質的なブラ
ンド化が進んでいます。
　下江黒地区の功績を受け、他地区においても作目転換や農地整備に対して関心が持たれ、地
域全体で畑地化の機運が高まっています。

群馬県
下江黒地区
（邑楽郡明和町）

表彰式の様子
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情報連絡会 ( 第１部：代表組織による事例発表 ) 情報連絡会 ( 第２部：意見交換 )

令和７年度 群馬県多面的機能支払優良活動 表彰式

群馬県多面的機能支払 情報連絡会2025 ～in 西部～

　群馬県では、多面的機能支払交付金を活用
し、農業・農村の多面的機能の維持・発揮の
ため、地域で持続・発展的な活動を行ってい
る組織の表彰を実施しています。
　令和８年３月16日（月）群馬県庁昭和庁舎
３階　正庁の間にて行われました。受賞組織
は以下の６組織です。

　令和７年12月22日（月）、藤岡市みかぼみらい館にて、西部管内の多面的活動組織を対象とし
た「群馬県多面的機能支払 情報連絡会2025 ～in 西部～」が開催されました。
　第１部は、みかぼみらい館の小ホールにて代表４組織による事例発表、第２部は会場を同館
のギャラリーに移し、事例発表を行った組織と希望者による意見交換を行いました。
　当日は86名の参加があり、活動組織間の情報交換に注目が集まっていることが感じられました。
　特に第２部の意見交換会では、組織の取り組み内容などに関して、「学校との連携が始まった
経緯」や「活動参加者への日当設定」等の具体的な質問や意見が交わされ、参加した組織から
は「大変参考になった」との声が多く寄せられました。

活動組織名 市町村

上植木環境保全会 伊勢崎市

中後閑三反田集落多面的対策組合 安中市

萩生川東集落活動組織 東吾妻町

大河長者の会 昭和村

藪塚台地広域協定運営委員会 太田市

郷谷地域資源保全会 館林市
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令和７年度 群馬県水土里保全協議会通常総会
　令和８年３月17日（火）、群馬県庁29
階294会議室にて、「令和７年度　群馬県
水土里保全協議会通常総会」が対面及び
WEB併用方式にて開催されました。浅
沼会長（群馬県農政部　水利保全対策主
監）の挨拶の後、第１号議案から第５号
議案まで審議が行われ、全て議案のとお
り承認・議決されました。

◆議　事◆
　第１号議案　令和６年度群馬県水土里保全協議会事業報告について
　第２号議案　令和６年度群馬県水土里保全協議会収支決算について
　第３号議案　令和７年度群馬県水土里保全協議会補正予算について
　第４号議案　令和８年度群馬県水土里保全協議会事業計画について
　第５号議案　令和８年度群馬県水土里保全協議会収支予算について

就任あいさつ
令和８年度

　この度、常務理事に就任いたしました松井でございます。
　昨年度までの２年間、令和６年度、７年度と事務局　参事ということで大変お世話になり、
ありがとうございました。
　役職・役割は変わりますが、目指すところは「ぐんまの農業農村整備の更なる推進・発展」
ということで変わりはありません。
　国では、新たな「食料・農業・農村基本計画」や「土地改良長期計画」などが策定され、 
これらに関連し「農業構造転換集中対策」が令和７年度からスタートしております。
　また、県におきましても、新たな「群馬県農業農村整備計画2026」などが策定されております。
　これらの国や県の動向を踏まえ、各市町村、各土地改良区とも事業展開していくこととなり
ますので、「水土里ネット群馬」といたしましても、これらを意識しながら、会員であります市
町村や土地改良区が行う農業農村整備事業への支援、県や国が行う事業への協力等について、
役職員が一丸となって、また、県ともしっかりと連携させていただきながら、対応して参る所
存でありますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　引き続きのご理解とご協力をお願い申し上げまして、就任にあたってのあいさつとさせてい
ただきます。

常務理事　松　井　秀　夫
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新規採用職員あいさつ

　本会に採用されてから約１ヶ月が経過し、新人研修や現場作業を通して、少しずつですが本会
の業務を学んでいます。先輩方の温かいご指導や優しく気軽に話しかけくださったおかげで、す
ぐに職場の雰囲気にも慣れることができました。社会人一年目でわからないことばかりでたくさ
んの迷惑をかけてしまうと思います。早く仕事に慣れ、社会人としてのマナーなども覚え、精一
杯頑張っていきますのでご指導のほどよろしくお願いします。

利根・吾妻事業所　技術係　技師　水
みず
　上

かみ
　陽

はる
　飛

と

令和８年度

　本会に採用されてから約１ヶ月が経ち、温かい職場の雰囲気に助けられながら少しずつ仕事に
も慣れてきました。高校を卒業したばかりで社会人としての経験も浅く、知識やスキルで至らな
い部分もありますが、先輩方の丁寧なサポートもあり前向きな気持ちで仕事にも取り組めていま
す。ご迷惑をおかけすることもあると思いますが、一日も早く戦力になれるよう全力で努力いた
しますのでご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

新規採用職員あいさつ

総務部　総務課　総務・経理係　主事　佐　藤　心
こ
　遥

はる

令和８年度

あいさつ動画（当会ホームページ）
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令和８年度　群馬県関係部署職員配置

お知らせ

　令和８年度の群馬県の農業農村整備関係部署の職員は、次のとおりです。
（令和８年４月１日現在）

農業農村整備事業関係　

■農政部・農村整備課
参事（課長（技））稲木　一秀 水利保全対策主監(事) 新井　　満 次長(事) 篠澤　雅之 次長(技) 伊藤　義貴
管理指導係 企画係 計画評価係 技術調査係
補佐(総係長) 林　　英俊 補佐(係長) 篠原　宏昭 補佐(係長) 田村　優顕 補佐（係長）山﨑　修一
副主幹 大場　達也 副主幹 肥留川　惇 副主幹 吉田　啓吾 主任 剣持　諒平
主任 小河　和紘 技師 伊藤　志織 副主幹 星野　裕昭 主任 戸谷　　翼
主事 五十嵐泰地 技師 中山　康暉

主幹専門員 永島　　豊
施設保全係 整備係 派遣（石川県輪島市）
補佐(係長) 中島　伸也 補佐（係長) 福田　良和 技師 和田　侑也
技師 山﨑　大輔 主幹(総) 綿貫　智志
技師 酒井　大希 技師 松井　脩平

技師 藤田　貫史

■中部農業事務所・農村整備課
課長 綾部　賢二 次長(事) 小林　清人 次長(技) 中島　　洋
管理係 計画調整係 整備係 群馬用水整備係
係長(総) 鈴木　浩仁 補佐(係長) 横堀　　裕 係長(総) 大塚　勝基 係長(総) 小河原武志
主事 有川恵理子 補佐(総) 齊藤　健司 主幹 一場　彰久 技師 藤井　健太
会計職員 安野　　博 技師 中嶋　　周 主幹 齋田　圭太 主幹専門員 竹内　　厚

副主幹専門員 小暮　　晃 技師 青木　駿斗

■中部農業事務所・渋川農村整備センター
センター長 澤下　　勲 次長（技） 根津　正伸
管理係 渋川相馬整備係 赤城西麓整備係
次長（係長）宮一　広行 係長（総） 星野　　勝 係長（総） 角田　信吉
主幹(総) 登坂登志明 技師 小楠　哲史 技師 戸塚　成大
会計職員 高橋　清美 技師 峯岸　遼河 主幹専門員 石澤　隆之

技師 高草木風斗

■西部農業事務所・農村整備課
課長 松本　裕弘 次長(事) 佐藤　聖行 次長（技） 大淵　時男
管理係 計画調整係 整備第一係 整備第二係
補佐(総係長) 新藤　智之 係長(総) 田村　篤史 補佐(係長) 樹下　紀之 係長(総) 吉岡　秀貴
主幹(総) 瀬下　和博 主任 中島安香里 主任 武藤　賢一 係長(総) 光安　香里
会計職員 堂野まさみ 技師 長谷川　柊 技師 赤尾　直人 技師 伊藤　隼樹

主幹専門員 茂木　敏彦 主幹専門員 中沢　　昇 主幹専門員 中野　俊之
会計職員 山﨑喜美子
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■吾妻農業事務所・農村整備課
課長 吉井　正二
管理係 計画調整係 整備係
次長（係長）小池　隆弘 係長(総) 中沢　成正 次長（係長）加嶋　栄樹
主幹専門員 塚越　義信 主幹(総) 篠原　敏洋 主任 新津　未来
副主幹専門員 池田　健次 技師 萩原　一聖 技師 平川　　遼

主事（高山村から派遣）林　　康仁

■利根沼田農業事務所・農村整備課
課長 高橋　博光
管理係 計画調整係 整備係
次長（係長）立見　幸夫 係長(総) 浦野　和幸 次長(係長) 島村　和政
主幹 中須賀理絵 主任 井上　貴仁 主幹(総) 佐々木隆之
主事 齊藤　有祐 技師 青木　茉優 技師 白木　丈慈
会計職員 宇敷さち子

■東部農業事務所・農村整備課
課長 渡邉　　玲 次長（技） 小笠原早苗
管理係 計画調整係 整備第一係 整備第二係
次長(係長) 大塚　真人 補佐(総係長) 阿部　明夫 補佐(総係長) 加藤　友和 補佐(係長) 剣持　篤志
主幹 野口　陽子 主任 石田　　愛 主幹(総) 小林　光好 主幹(総) 黒岩　敏彦
主事 野呂　歩夢 技師 富田　英晃 技師 新井　雅登 技師 村山　　瑞
会計職員 亀井　佳子

■東部農業事務所・館林農村整備センター
センター長 大渕　陽一 次長(事) 矢尾　光伸 次長(技) 唐澤　崇弘
管理整備係
係長(総) 永井　　誠
補佐(総) 篠原　孝幸
主幹(総) 横山　広美
主幹(総) 会田　綾子
主事（館林市から派遣）小澤　勇太
会計職員 仁木　敏代

農業集落排水事業関係　

■県土整備部・下水環境課
調整主監 三木　昌憲 係長(総) 安藤　　敏 補佐(総) 髙橋　　薫
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令和８年度　群馬県土地改良事業団体連合会　人事異動
　令和８年度、人事異動は次のとおりです。
� （令和８年４月１日付）

新所属および職名 旧所属および職名 氏　　　名 備考

〈本　所〉

　総務部　換地・支援課

総務部　換地・支援課　換地係　係長 事業部　技術課　情報測量係　係長 黒　沢　美　弘

　事業部　技術課

事業部　技術課　技術係　技師 中西部事業所　技師 吉　田　朋　矢

事業部　技術課　情報測量係　係長 利根・吾妻事業所　所長 山　本　精　吾

　事業部　管理課

事業部　管理課　水土保全係　チーフ係長 事業部　技術課　情報測量係　チーフ係長 長谷川　良　秀

〈事業所〉

　中西部事業所

中西部事業所　所長 東部事業所　所長 川　島　幸　治

中西部事業所　補佐 利根・吾妻事業所　チーフ係長 齋　藤　　　崇 昇任

中西部事業所　チーフ係長 利根・吾妻事業所　係長 篠　原　隆　二 昇任

中西部事業所　技師 利根・吾妻事業所　技師 横　山　　　怜

　利根・吾妻事業所

利根・吾妻事業所　所長 中西部事業所　所長 井　上　規　宏

利根・吾妻事業所　技師 事業部　管理課　水土保全係　技師 藤　井　祐　貴

利根・吾妻事業所　技師 事業部　技術課　技術係　技師 平　形　健　樹

　東部事業所

東部事業所　所長 中西部事業所　補佐 入　澤　浩　二 昇任

東部事業所　係長 中西部事業所　係長 松　本　賢　一

◆新　任◆

氏　　　名 所属・役職

佐　藤　心　遥 総務部　総務課　総務・経理係　主事

水　上　陽　飛 利根・吾妻事業所　技術係　技師

（令和８年４月１日付）

◆退　職◆

氏　　　名 所属・役職

松　井　秀　夫 事務局　参事

（令和８年３月31日付）
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総　　務　　課

課長(兼) 岡　聡史
補佐 高木　貴代乃

総務・経理係 
◎係長(兼) 高木　貴代乃
　主事 樺澤　真依
　主事(兼) 岡部　紗和
　主事 佐藤　心遥

企画係 
◎係長(兼) 高木　貴代乃
　主事(兼) 樺澤　真依
　主事 岡部　紗和
　主事(兼) 佐藤　心遥
　継続雇用 竹田　祐之事 務 局 長

技　　術　　課

櫻井　善幸

全職員
合計56名

16名 6名

13名 5名

8名

10名

9名

7名

10名

課長(兼) 岩﨑　好紀
補佐 佐鳥　隆志
補佐 伊藤　弘和

課長 霜田　剛志
補佐 井野　英明

技術係 
◎係長(兼) 伊藤　弘和
　係長(兼) 山本　精吾
　技師 吉田　朋矢

水土保全係 
◎係長(兼) 井野　英明
◎係長 長谷川　良秀
　技術指導監 立見　伸司

集排・浄化槽係 
◎係長(兼) 井野　英明
　係長 丸山　一樹
　技師 池藤　省吾
　技師 萩原　啓太
　臨時雇用 須藤　留美

中西部事業所

所長 川島　幸治
補佐 齋藤　崇

技術係 
◎係長 篠原　隆二
　係長 栗原　淳
　技師 横山　怜
　技師 村田　和弥
　技師 瀧澤　澪來
　技師 原田　克則
　再雇用 荻野　忍
　臨時雇用 細野　八重子

利根・吾妻事業所

所長 井上　規宏
補佐 関　　範夫

技術係 
◎係長(兼) 関　範夫
　主査 津久井　駿介
　技師 藤井　祐貴
　技師 平形　健樹
　技師 手島　優人
　技師 水上　陽飛
　技術指導監 林　豊
　臨時雇用 和田　祐子

東部事業所

所長 入澤　浩二
補佐 遠藤　元伸

技術係 
◎係長(兼) 遠藤  元伸
　係長 中川　勲
　係長 松本　賢一
　技師 田部井　恵介
　技師 小山　蒼多
　パート雇用 木村　裕希恵

情報測量係 
◎係長(兼) 佐鳥　隆志
　係長 山本　精吾

課長 佐野　明史
補佐 金子　祐一郎

支援係 
◎係長(兼) 金子　祐一郎
　係長 山田　善弘
　臨時雇用 金井　美加子

換地係 
◎係長(兼) 金子　祐一郎
　係長 黒沢　美弘
　主査 磯田　樹
　技師 松本　なな
　技術指導監 吉澤　茂
　技術指導監 阿久澤　憲史
　臨時雇用 遠藤　ルミ

（令和８年４月１日現在）
◎はチーフ係長

管　　理　　課

総　　務　　部

部長 岡　聡史

事 　業 　部

部長 岩﨑　好紀

換地・支援課
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春の叙勲

　令和８年度春の叙勲が発表され、当会 元副会

長であり大正用水土地改良区 前理事長の齋藤 佐

太夫様が土地改良事業功労で旭日双光章を受章さ

れました。土地改良区の発展と土地改良事業の推

進にご尽力いただき弛みない努力に敬意を表し、

今度とも益々ご活躍されることをご期待申し上げ

ます。誠におめでとうございます。

令和８年度　年間予定
令和８年度の主な会議・行事の予定は、下記のとおりです。 ※本会主催については、緑色で表示しています。

開 催 日 会議 ･ 行事名
令和８年

５月12日 新規採用職員等研修会
６月24日 群馬県農業集落排水事業連絡協議会第36回通常総会
６月15日 農業農村整備の集い及び要請活動
６月17日 土地改良区事務局長等会議
６月26日 『第１回監事会及び監査』
７月１日 利根川水系農業水利協議会群馬県支部委員会並びに第28回通常総会
７月上旬 群馬県土地改良施設管理運営体制強化委員会

〃 群馬県受益農地強化委員会
７月30日 『第１回理事会』

８月中下旬 令和８年度多面的機能支払交付金研修会［事務 ･ 安全 ･ 技術］
８月下旬 換地等技術向上研修

10月19･20日 土地改良区等役職員研修会
10月26日 農業農村整備の集い及び要請活動
11月17日 第48回全国土地改良大会（奈良大会）
11月27日 『第２回理事会』
12月中旬 『第２回監事会及び監査』

令和９年
１月下旬 群馬県土地改良事業団体連合会農業農村整備部会
２月17日 『第３回理事会』
３月19日 群馬県土地改良事業団体連合会第70回通常総会並びに第61回土地改良功労者等表彰式
３月下旬 全国土地改良事業団体連合会第69回通常総会・全国水土里ネット表彰式
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本　　　　所	 〒371-0844	 群馬県前橋市古市町二丁目6番地4
	 ℡027-251-4105　fax 027-251-4139 

中西部事業所	 〒371-0844	 群馬県前橋市古市町二丁目6番地4
	 ℡027-251-4106　fax 027-251-4222 

利根・吾妻事業所	 〒378-0031	 群馬県沼田市薄根町3507番地1
	 ℡0278-23-2161　fax 0278-23-2180 

東部事業所 	 〒370-0426	 群馬県太田市世良田町1535番地4
		  (世良田生涯学習センター内）
	 ℡0276-55-6185　fax 0276-55-6186


